
ずっと前から楽しみにしていた、夏祭り。子ど
もたちは、ヨーヨー釣り、ワニワニパニック、
福引きをクラスに分かれて楽しみました！

9月は「世界アルツハイマー月間」です

お気に入りの絵本を見たり、保育士の読み聞かせ
を見て笑ったりして毎日楽しんでいます。お気に
入りは、リズムよく繰り返される言葉遊びの絵本
です♪

ゆり組とばら組が作ったおみこしでお祭りがス
タート！わっしょい、わっしょいの掛け声が園
内に響きました。お面をもらったり、ゲームを
したりして楽しい一日でした。

【発行】

社会福祉法人しただ
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■ ご面会について
対面での面会は中止になりました。再開の目途が立ちま
したら、改めてご連絡いたします

■ お願い（差入れについて）
お刺身など生ものの差入れは、お受けできません。差し
入れる食品などでご質問などありましたら、お問合せく
ださい。

ご利用者のお誕生日には、その方が喜びそうな物やお似合いの物を選んで
プレゼントしています。ささやかですがとても喜んでいただいています。
ご家族からも花束とメッセージカードが届き、何度も読みかえすご利用者
の姿がありました。外出は難しいですが、毎日ご利用者一人ひとり、笑顔
になる瞬間があります。スイカがあるからスイカ割りをしようと計画して
実施したり、1階にある水槽を眺めたり、いつもと違う職員とおしゃべりし
たり...そんな日々を大切に過ごしていただきたいと思っています。

パッションフルーツの実がなりました。今年は豊作で22個も摘むことがで
きました。ご利用者も緑色から赤色に変わる様子や実が落ちる時を楽しみ
にされていました。今年もパッションフルーツの会を計画して美味しく召
し上がっていただこうと思います。

おかげさまで、10月で開設20
周年となります。コロナの制
限がある中、ご利用者や関係
する方々に感謝の気持ちを届
けようと、いろいろなことを
計画しています。

国際アルツハイマー病協会と世界保
健機関（ＷＨＯ）は、9月を「世界
アルツハイマー月間」として認知症
の啓発を実施しています。この啓発
活動のひとつ、認知症への理解を呼
びかけるため、オレンジリングをモ
チーフとした装飾を施設でも行いま
した。特養いっぷく正面玄関から見
える場所に、「オレンジリングドレ
スアップ」を施しています。

いっぷくでは、認知症の理解はもちろんのこと、専門的知識や
対応について学ぶ機会を定期的に設けています。原因や症状は
いろいろなケースがあり、対応もその方に合わせて変える必要
があります。日々のケアの中でも職種や経験が違う職員同士で
情報交換を行うことで、認知症ケアへのスキルを向上させるこ
とにもつながっているのです。認知症への理解を呼びかける活
動に、高齢者介護に従事する者として少しでも貢献できたらと
思っています。

ホームページ:http://fukushitada.com

季節外れですが…

咲いています！


